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第 5 回「対話」の特徴と成果 

 エネルギー問題が世界規模で見直されつつある今日、第 5 回対話が開催されたことは時宜に適

ったものである。この対話では、主に次の点が議論された。  

 

 世界のエネルギー事情や日ロ両国間のエネルギー分野における協力について、現状が報告さ

れ将来見通しに関する見解が紹介された。 

 Gazprom 社から、同社の事業概要ならびに日本との協力に関する情報が提供され、他方、日

本側から極東地域におけるガス化学事業についての関心が示された。 

 日本の国内ガスパイプラインに関する検討状況が披露されると共に、我が国有数の LNG 基地

を擁する新潟県が、ロシア産 LNG 輸入基地になる得る可能性が指摘された。 

 石油の探査・開発における日ロ協力の現状について双方の関係者から詳細な報告がなされ、

今後の方向性が紹介された。 

 新エネルギー・環境分野について、日本企業と極東連邦総合大学および関連企業との間で風

力・太陽光発電に関する技術協力と設備のロシアにおける現地生産と販売に向けた合意が成

立した。5 年に及ぶ「対話」の歴史の中でビジネスに結び付いた初めてのケースであり、「対

話」が目的とするところが達成されたことは喜ばしいことです。 

   

「対話」の継続に向けた課題 

 エネルギー・環境分野での日ロ協力は、北東アジアのみならず広く世界の平和と繁栄を図る上

で重要な役割を果たし得るものであり、対岸交流の長い歴史とエネルギー受入基地としての豊富

な実績を持ち、同時に、エネルギー技術の開発に真摯に取り組んでいる新潟がこの会議を主催す

る意義は大きい。 

 そこで、この会議の主催者である新潟県、新潟市および ERINA は、「対話」が北東アジア、延

いては広くアジア・世界が抱えるエネルギー・環境問題の解決に結ぶ付くことを願い、また、今

次「対話」の成果を踏まえ、これまでの中央・地方の産官学が一体となった取組みをさらに持続・

拡大させることを提案する。そのための課題として、以下を提起する。 

 

 日ロ両国における人的ネットワークを、時代の要求ならびに国際環境の変化に合わせ、さら

に拡充する努力を重ねる。 

 この「対話」は具体的な協力に結び付く提言も目標とし、日本企業が参加する具体的協力案

件の発掘と実現にさらに努める。 

 新エネルギー・環境協力について、今次「対話」で協力合意が達成されたことを受け、広汎

な企業が参加する枠組を構築し成功例を増やすことに努力する。 

 「対話」の成果を広く発信することによって、北東アジア諸国のエネルギー安全保障協力に

対する関心を高める。 


